








































































































ム文字がさらに簡略化されたパフラヴィー文字（Pahlaviscripts：紀元前 2 世紀〜 7 世
紀）（21）およびその後継で，アヴェスター教の聖典の記述に用いられたアヴェスター文字
























580 年まで続いている。カローシュティー文字は，日本語 Wikipedia に拠ると，「紀元前 6




の 68 頁が出典とされているが，英語版の Wikipedia に拠るとスリランカのジャーナルに
出された論文（27）が出典とされている。
Aramaic Ālap Bēth Gāmal Dālath Hē Waw Zain Khēth Ṭēth Iodh Kāph
Kharosthi a ba ga da ha va za gha tha ya ka
Aramaic Lāmadh Mem Nun Semkath Ghē Pē Ṣādhē Qoph Rēš Šin Taw
















上記の比較表は，Windows の SegoeUIHistoric フォントを使っているが，Google の
NotoSansKharoshthi フォントでは字形が微妙に違っており，フォントによって比較の
印象についても少し異なる。下図に示すように，ギリシャ人の支配下にあったインド・グ































クジュラ・カドフィセス（KujulaKadphise：在位西暦 30 年〜 80 年）によりクシャーナ
朝（西暦 30 年〜 375 年）が興る。この王朝までは，北インドではカローシュティー文字































































（43） JohnMarshall, “Mohenjo-daroand the Indus civilization:beinganofficial account of archaeological
excavationsatMohenjo-Daro,”originallycarriedoutbythegovernmentofIndiabetweentheyears1922































紀元前 190 年〜紀元前 180 年）（51）の時代に用いられていた各面に両文字が刻印された貨幣
の両面である。
図 6　‌Greek-Brahmi‌ coinage‌ of‌ Indo-Greek‌ King‌
Agathocles（52）
　ブラーフミー文字の碑文としては，紀元前 300 〜 210 年頃のアショーカ法勅（Edictsof
Ashoka）の円柱の碑文（53）がインド各地に残されている。
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5．初期南インド文字の形成







ブラフーイー語も含む，ドラヴィダ祖語（Proto-Dravidian language：紀元前 4 千年紀〜
紀元前 3 千年紀頃）（58）は，現在判明しているドラヴィダ諸言語からの，言語的な再構成の
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いるので，今後そのような仮説が出ることも期待したい。
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